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約
六
〇
の
島
々
を
巡
る
「
済
生
丸
」

　

瀬
戸
内
海
に
は
、
七
百
余
り
の
島
々
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
瀬
戸

内
海
巡
回
診
療
船「
済さ
い

生せ
い

丸ま
る

」が
活
動
し
て
い
る
瀬
戸
内
四
県（
岡
山
・

広
島
・
香
川
・
愛
媛
）
の
有
人
島
・
八
四
島
の
う
ち
、
医
療
機
関
が
あ

る
の
は
わ
ず
か
三
九
島
（
国
土
交
通
省
離
島
振
興
計
画
よ
り
）
で
す
。
済

生
丸
は
、
こ
れ
ま
で
半
世
紀
余
り
に
わ
た
り
、
瀬
戸
内
海
の
約
六
〇

の
島
々
を
巡
回
し
、
島
嶼
部
の
方
々
の
診
療
や
検
診
を
行
な
い
、「
海

を
わ
た
る
病
院
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
三
六
年
五
月
、
済
生
会
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
発

案
さ
れ
た
済
生
丸
は
、
翌
年
一
二
月
に
運
航
を
開
始
し
ま
し
た
。
当

時
の
岡
山
済
生
会
総
合
病
院
の
大
和
人ひ
と

士し

院
長
は
、
瀬
戸
内
の
島
々

の
過
疎
化
や
高
齢
化
は
五
〇
年
先
の
日
本
の
姿
で
あ
り
、
島
に
治
療

医
学
か
ら
な
る
予
防
医
学
を
根
づ
か
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
、「
無

医
島
の
人
々
に
医
療
の
光
を
」
と
い
う
熱
い
思
い
が
済
生
会
を
動
か

し
、
国
内
唯
一
の
診
療
船
の
誕
生
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

瀬
戸
内
海
巡
回
診
療
事
業
推
進
事
務
所

巡
回
診
療
と
人
材
育
成
、

海
を
わ
た
る
病
院
「
済
生
丸
」

瀬
戸
内
四
県

こ
の
時
期
は
、
国
が
離
島
や
山
村
な
ど
の
へ
き
地
保
健
医
療
対
策
と

し
て
診
療
所
設
置
の
ほ
か
、
患
者
輸
送
車
、
巡
回
診
療
車
な
ど
の
機

動
力
強
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
第
二
次
へ
き
地
保
健
医
療
計
画
」

を
策
定
し
て
い
た
頃
で
す
。

　

そ
も
そ
も
済
生
会
は
、
明
治
天
皇
の
「
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
た
め

に
施
薬
救
療
に
よ
る
済
生
の
道
を
広
め
る
よ
う
に
」
と
の
済
生
勅
語

を
受
け
て
、
明
治
四
四
年
に
創
立
さ
れ
た
法
人
で
す
。
社
会
的
・
経

済
的
弱
者
に
対
し
て
医
療
の
手
を
差
し
伸
べ
る
の
は
済
生
会
の
使
命

で
あ
り
、
離
島
へ
の
医
療
提
供
は
、
済
生
会
精
神
の
具
現
化
で
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
意
志
は
、
検
診
の
普
及
と
い
う
形
で
「
自
分
の
体

は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
予
防
医
学
の
取
り
組
み
を
実
践
し
な
が
ら
、

今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

済
生
丸
は
、
昭
和
三
七
年
の
一
世
号
に
始
ま
り
、
改
造
一
世
号
、

二
世
号
、
三
世
号
と
続
き
、
平
成
二
六
年
に
就
航
し
た
現
船
で
四
代

目
（
四
世
号
）
と
な
り
ま
す
。
現
船
は
、
国
と
関
係
四
県
の
支
援
を
受

け
て
完
成
し
ま
し
た
。
済
生
会
創
立
百
周
年
の
時
に
建
造
を
決
定
し
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ー
化
さ
れ
た
ほ
か
、
Ｘ
線
装
置
を
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
新
た
に

乳
房
撮
影
装
置
を
導
入
す
る
な
ど
、
中
規
模
病
院
並
み
の
診
療
機
能

を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
船
体
、
機
関
お
よ
び
電
気
の
各
部
門
に

わ
た
り
装
備
の
充
実
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
済
生
丸
の
母
港

（
ホ
ー
ム
ポ
ー
ト
）
は
高
松
港
で
す
。

年
間
延
七
千
人
超
を
診
療
・
検
診

　

現
在
、
瀬
戸
内
海
巡
回
診
療
事
業
（
以
下
、
済
生
丸
事
業
）
は
、
四

県
の
済
生
会
支
部
が
共
同
で
運
営
し
て
お
り
、
関
係
自
治
体
や
住
民

の
要
望
も
踏
ま
え
て
年
度
開
始
前
に
年
間
計
画
を
立
て
、
約
一
〇
日

間
の
サ
イ
ク
ル
で
各
県
を
回
航
し
て
い
ま
す
。

　

船
の
運
航
・
管
理
に
は
、
船
長
以
下
五
名
の
船
員
が
あ
た
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
通
称
「
済
生
丸
１
０
０
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
船

体
構
造
は
、
こ
れ
ま
で
の
運
航
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
た

め
三
世
号
を
基
本
と
し
た
設
計
で
、
全
長
三
三
メ
ー
ト
ル
、
型
幅
七

メ
ー
ト
ル
、
満
載
喫
水
二
メ
ー
ト
ル
、
総
ト
ン
数
一
八
〇
ト
ン
、
航

海
速
力
は
一
二・
三

ノ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。
船
内
の

通
路
を
車
い
す
が

通
れ
る
よ
う
に
広

く
し
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る

な
ど
バ
リ
ア
フ
リ

特集　島から考える日本・Ⅵ

現在の済生丸。通称は「済生丸100」。

■「済生丸100」の概要
《医療設備など》
　胃部透視撮影装置、一般撮影装置

（胸部、整形外科など）、乳房撮影装置、
画像ビューア、超音波検査装置（腹部、
頚部、乳房、膣などに対応）、超音波
検査装置（ポータブル型）、生化学自
動分析装置、ヘモグロビンA1c測定器、
血圧脈波検査装置、卓上遠心機、解析
付き心電計、スパイロシフト（肺年齢
計）、自動血圧計、全自動身長体重計、
婦人科電動検診台、超音波骨密度測定
装置、無散瞳眼底カメラ、眼圧計、簡
易視力計など

《診療（検診）内容》
　薬治、レントゲン（胸部、胃部）、
血圧測定、心電図、血圧脈波、検尿、
潜血、血液（検血、血糖、コレステロ
ール、肝機能検査、クレアチニン、ト
リグリセリド、HbA1c、HCV、HBs）、
眼底検査、腹部超音波検査、頚部血管
超音波検査、細胞診（婦人科、肺）、
肺年齢検査、肺がん検査、結核、前立
腺がん検査、乳がん検査、骨密度検査、
心臓超音波検査、健康教室、医療健康
教室、医療相談、保健指導
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総
経
費
と
の
差
引
額
一
億
一
〇
四
〇
万
円
を
済
生
会
が
負
担
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
元
年
度
末
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
い
ま
す
。
同
二
年
度
は
、
全
国
を
対
象
と
す
る
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
行
政
な
ど
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
巡
回
診

療
が
相
次
い
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
（
四
月
一
七
日
～
六
月
五
日
の
間
は

す
べ
て
中
止
。
広
島
県
呉
市
で
は
七
月
末
ま
で
の
集
団
健
診
を
中
止
）。
再
開
後
、

中
止
と
な
っ
た
診
療
日
程
の
統
合
や
振
替
を
調
整
す
る
も
、
豪
雨
や

台
風
な
ど
気
象
条
件
の
悪
影
響
に
よ
り
、
計
画
が
と
り
や
め
と
な
っ

ま
す
。
診
療
・
検
診
に
は
、
関
係
四
県
に
あ
る

済
生
会
の
七
つ
の
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
持
ち
回

り
で
乗
り
込
み
活
動
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

は
内
容
に
よ
っ
て
四
～
一
二
名
程
度
、
職
種
は

医
師
・
薬
剤
師
・
保
健
師
・
看
護
師
・
放
射
線

技
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
理
学
療
法
士
・
栄
養

士
・
Ｍ
Ｓ
Ｗ
（
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）・
事

務
職
員
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

航
行
す
る
距
離
な
ど
に
も
よ
り
ま
す
が
、
お

お
む
ね
早
朝
に
停
泊
港
を
出
発
し
、
島
に
到
着
。

午
前
中
に
診
療
・
検
診
を
行
な
い
、
終
了
後
、

停
泊
港
に
向
け
て
出
発
し
、
昼
過
ぎ
か
ら
夕
方

に
は
帰
港
す
る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

な
お
、
行
き
先
に
よ
っ
て
宿
泊
を
要
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

現
船
の
運
航
七
年
目
と
な
っ
た
令
和
元
年
度
の
出
動
日
数
は
二
〇

七
日
（
台
風
な
ど
に
よ
る
避
難
日
を
含
む
）、
診
療
日
数
は
一
五
四
日
、

診
療
島
嶼
数
は
延
べ
一
六
九
島
、
受
診
人
員
は
延
べ
七
一
一
五
人
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
出
動
延
人
員
は
一
〇
二
八
人
で
し
た
。
ま
た
、
航

走
距
離
は
一
万
四
一
八
五
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
運
航
当
初
の
昭

和
三
七
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
総
航
走
距
離
は
八
六
万
七
七

八
三
キ
ロ
（
地
球
約
二
一
周
分
）、
受
診
延
人
員
は
六
一
万
四
八
〇
人

に
も
お
よ
び
ま
す
。
年
間
の
総
経
費
は
一
億
六
八
九
四
万
円
、
う
ち

国
お
よ
び
関
係
四
県
を
合
わ
せ
た
補
助
金
収
入
は
五
八
五
五
万
円
で
、

済生丸船内の医療区画廊下。

船内にはエレベーター、バリアフリートイレが整備されている。
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た
事
例
も
生
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
島
嶼
人
口
が
減
少
傾
向
で
あ
る

こ
と
や
受
診
に
不
安
を
抱
え
る
住
民
の
方
々
も
い
た
こ
と
か
ら
、
受

診
人
員
は
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

済
生
会
で
は
、
手
指
消
毒
の
た
め
の
物
品
を
購
入
し
設
置
し
て
い

る
ほ
か
、
患
者
お
よ
び
職
員
の
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
な
ど
で
の
体
調

確
認
、
換
気
、
医
療
機
器
の
消
毒
な
ど
、
感
染
防
止
対
策
を
励
行
し

て
、
診
療
・
検
診
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
見
学
、
研
修
、
取

材
な
ど
は
、
感
染
症
の
収
束
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
お
断
り
し
て

い
る
状
況
で
す
。

地
域
医
療
を
担
う
人
材
育
成
の
場

　

済
生
丸
事
業
で
は
「
医
療
関
係
者
が
予
防
医
学
や
へ
き
地
医
療
の

あ
り
方
を
学
ぶ
地
域
医
療
研
修
の
場
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
」

と
い
う
基
本
方
針
を
掲

げ
て
お
り
、
済
生
丸
は
、

医
師
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
従
事
者
に
対
す
る

地
域
医
療
の
研
修
の
場

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
岡
山
県
済

生
会
で
は
、
岡
山
済
生

会
看
護
専
門
学
校
の
三

年
次
に
済
生
丸
で
の
看

護
実
習
を
行
な
う
ほ
か
、
他
の
済
生
会
病
院
や
大
学
な
ど
の
研
修
医

の
受
け
入
れ
、
医
学
生
や
看
護
学
生
な
ど
へ
の
研
修
の
場
と
し
て
も

済
生
丸
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
岡
山
県
済
生
会
で
受

け
入
れ
た
実
績
は
、
看
護
学
生
六
六
名
、
研
修
医
四
名
、
医
学
生
二

名
、
そ
の
他
一
七
名
で
し
た
。

　

上
記
に
加
え
、
他
の
三
県
で
の
受
け
入
れ
や
、
海
外
か
ら
の
視
察

な
ど
も
近
年
増
え
て
い
ま
す
。
済
生
丸
で
の
研
修
を
通
じ
て
、
地
域

医
療
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
生
ま
れ
、
広
い
視
野
を
も
っ
て
医
療

を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

診
療
船
だ
か
ら
可
能
な
災
害
時
の
救
援
活
動

　

こ
の
ほ
か
済
生
丸
事
業
に
は
「
瀬
戸
内
海
に
限
ら
ず
国
内
で
災
害

特集　島から考える日本・Ⅵ

胃透視撮影装置。

乳房撮影装置。
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が
発
生
し
た
と
き
は
、
災
害
救
助

診
療
船
と
し
て
、
可
能
な
限
り
の

物
的
、人
的
緊
急
支
援
を
し
ま
す
」

と
の
基
本
方
針
が
あ
り
ま
す
。
平

成
七
年
一
月
一
七
日
に
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
翌

一
八
日
の
正
午
頃
、
兵
庫
県
か
ら

神
戸
へ
救
援
の
医
療
班
の
派
遣
依

頼
が
岡
山
県
保
健
福
祉
部
に
入
り
、

岡
山
県
か
ら
済
生
会
へ
済
生
丸
の

海
路
を
使
用
し
た
出
動
の
可
否
に

つ
い
て
打
診
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
済
生
丸
は
、
愛
媛
県
の

松
山
港
で
翌
日
か
ら
の
診
療
に
備

え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
緊
急
事

態
を
受
け
、
診
療
を
中
断
し
て
神

戸
へ
向
か
い
ま
し
た
。
同
日
の
深

夜
、
粉
ミ
ル
ク
約
一
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
常
温
保
存
が
可
能
な
ロ

ン
グ
ラ
イ
フ
牛
乳
六
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
、
紙
お
む
つ
（
大
人
用
約
六
千
枚
、

子
ど
も
用
約
一
万
枚
）、
生
理
用
品
約
七
三
〇
〇
個
の
緊
急
援
助
物
資

を
積
み
込
み
、
新
岡
山
港
を
出
発
、
翌
一
九
日
の
朝
七
時
三
五
分
に

神
戸
新
港
へ
入
港
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
済
生
丸
は
岡
山
と
神
戸
の
間
を
ピ
ス
ト
ン
運
航
し
て
い
ま

し
た
が
、
陸
路
の
再
開
後
は
宿
泊
所
と
し
て
神
戸
新
港
に
停
泊
し
ま

し
た
。
ま
た
、
二
月
末
ま
で
の
四
一
日
間
に
わ
た
り
、
済
生
丸
班
と

し
て
延
べ
一
〇
八
人
の
医
師
や
看
護
師
な
ど
が
船
と
現
地
の
仮
設
診

療
所
の
間
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
支
援
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
発
生
の
切
迫
性
が
高
ま
っ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
は

じ
め
、
災
害
時
に
お
け
る
被
災
地
で
の
活
動
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、

平
時
よ
り
、
診
療
活
動
を
行
な
い
な
が
ら
万
一
の
場
合
に
備
え
て
い

ま
す
。
災
害
時
に
は
、
済
生
丸
が
持
つ
診
療
機
能
な
ど
の
特
性
を
活 被災地での救援活動拠点。

阪神・淡路大震災の救援活動では、救援物資を済生丸に積み込み被災地に
向かった。



45  267  2021.9

か
し
、
搭
載
し
て
い
る
医
療
設
備
を
使
用
し
て
船
上
で
の
医
療
活
動

を
展
開
す
る
ほ
か
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
な
ど
派
遣
職
員
の
宿
泊
施
設
・

活
動
拠
点
な
ど
、
済
生
丸
な
ら
で
は
の
救
援
活
動
を
考
慮
し
て
ま
い

り
ま
す
。

役
割
が
増
す
済
生
丸
事
業
の
継
続
に
向
け
て

　

半
世
紀
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
て
き
た
済
生
丸
事
業

で
す
が
、
瀬
戸
内
海
島
嶼
部
を
め
ぐ
る
生
活
環
境
は
大
き
く
変
貌
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
。
架
橋
に
よ
る
本
土
と
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
な
ど

プ
ラ
ス
の
変
化
も
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
交
通
や
医
療
・
福
祉

を
は
じ
め
と
す
る
住
民
生
活
の
基
礎
と
な
る
分
野
に
お
い
て
は
本
土

と
の
格
差
が
み
ら
れ
、
若
者
の
流
出
な
ど
に
よ
る
人
口
減
少
や
高
齢

化
も
一
段
と
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
で
島
嶼
部
の
方
々
は
、
住
み
慣
れ
た
島
で
で
き

る
だ
け
長
く
暮
ら
し
た
い
と
、
互
助
の
精
神
で
助
け
合
っ
て
生
活
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
転
倒
予
防
教
室
な
ど
の
身
体
機
能
の
維
持

を
目
的
と
し
た
介
護
予
防
事
業
、
が
ん
・
生
活
習
慣
病
な
ど
の
疾
患

予
防
や
早
期
発
見
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
島
嶼
部
の
方
（々
特
に
高

齢
の
方
々
）
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
こ
と
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
生
活
指
導
、
栄
養
指
導
、
健
康
教
室
、
医
療
相
談

な
ど
の
住
民
の
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
可
能
な
限
り
対
応
し
ま
す
。
実
際

に
、
済
生
丸
で
の
検
診
で
早
期
の
が
ん
が
発
見
さ
れ
、
早
期
治
療
へ

つ
な
が
り
、
今
も
島
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
済
生
丸
は
検
診
や
健
康
教
室
な
ど
を
通
じ
た
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
行
政
、
医
師
会
は
、
今
後
と
も
島

の
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
（
愛
育
委
員
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
栄
養
委
員
・
民
生
委

員
ほ
か
）
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
超
高
齢
化
社
会
に
あ
る
島
の
住
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る

た
め
、
済
生
丸
の
果
た
す
役
割
が
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ

る
一
方
、
受
診
者
数
の
減
少
に
加
え
て
、
船
の
燃
料
費
や
定
期
検
査

費
用
な
ど
船
の
運
航
・
維
持
に
か
か
る
経
費
の
増
加
、
係
留
場
所
の

確
保
、
係
留
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
接
岸
の
難
化
な
ど
、
事
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
さ
ら
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
病
院
経
営
が
大
打
撃
を
受

け
て
お
り
、
将
来
的
な
船
舶
の
老
朽
化
に
と
も
な
う
新
船
建
造
も
含

め
、
事
業
継
続
上
の
課
題
は
山
積
し
て
い
る
状
況
だ
と
い
え
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
い
ず
れ
限
界
が
来
る
の
で
は
と
い
う
懸
念
も
あ
り

ま
す
。
新
船
建
造
に
あ
た
っ
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
の
新
た
な
資
金
調
達
方
法
の
導
入
も
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
環
境
下
に
は
あ
り
ま
す
が
、
済
生
丸
事
業
は
、
社
会
貢
献

活
動
で
あ
り
、
ま
さ
に
済
生
会
が
実
施
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

す
。
今
後
も
、
本
事
業
を
少
し
で
も
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

四
県
支
部
の
総
力
を
あ
げ
て
事
業
継
続
に
努
め
、
巡
回
診
療
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。�

■
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